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沖
縄
に
お
け
る
労
組
生

産
性
運
動
は
、
米
国
政
府

に
よ
る
統
治
の
中
、
１
９

６
５
年
�
月
に
「
沖
縄
県

労
組
生
産
性
企
画
実
践
委

員
会
」
が
設
立
さ
れ
、
沖

縄
県
に
お
け
る
生
産
性
の

向
上
な
ら
び
に
真
の
労
使

協
議
制
の
実
現
を
目
指

し
、労
働
者
の
社
会
的
、経

済
的
地
位
の
向
上
を
図
る

と
同
時
に
地
域
経
済
社
会

の
発
展
に
寄
与
す
る
目
的

に
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
�
年
�
月
に

は
名
称
を
沖
縄
県
労
組
生

産
性
会
議
に
改
め
、
今
日

ま
で
沖
縄
県
に
お
け
る
生

産
性
運
動
の
中
核
組
織
と

し
て
、
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
設
立
以
降
、
約
半
世
紀

に
わ
た
り
、
幾
多
の
苦
難

を
乗
り
越
え
、
今
日
ま
で

生
産
性
運
動
の
発
展
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
諸
先
輩

方
や
関
係
者
の
方
々
に
は

心
よ
り
敬
意
を
表
す
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
沖
縄
県
内
の
労

働
環
境
は
、
景
気
の
緩
や

か
な
回
復
に
伴
い
、
雇
用

情
勢
は
改
善
傾
向
に
あ
る

も
の
の
、
非
正
規
労
働
者

が
増
大
し
て
お
り
、
非
正

規
労
働
者
の
占
め
る
割
合

は
全
国
平
均
の
�
・
２
％

に
対
し
、
沖
縄
は
�
・
５

％
で
全
国
一
高
い
水
準
で

あ
り
、
さ
ら
に
若
年
人
口

に
お
け
る
割
合
も
全
国
平

均
�
・
３
％
に
対
し
、
沖

縄
は
�
・
４
％
と
、
実
に

若
年
者
の
２
人
に
１
人
が

非
正
規
と
い
う
厳
し
い
雇

用
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
県
内
の
民
間
企

業
の
ほ
と
ん
ど
が
中
小
零

細
企
業
で
あ
り
、
民
間
企

業
労
組
の
組
織
率
が
�
・

６
％
と
低
迷
し
て
い
る
中

で
、
生
産
性
運
動
の
理
念

が
浸
透
し
て
い
る
と
は
言

い
難
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　
労
働
組
合
の
あ
る
企
業

は
も
と
よ
り
、
非
正
規
労

働
者
が
多
く
、
労
働
組
合

の
な
い
企
業
に
対
し
、
生

産
性
運
動
を
推
進
し
て
い

く
た
め
に
は
、
「
沖
縄
県

生
産
性
本
部
」と
連
携
・協

力
し
て
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
沖
縄
県
労
働
組
合
生
産

性
会
議
は
、
来
年
結
成
�

周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え

ま
す
。
私
た
ち
は
労
組
生

産
性
会
議
設
立
時
の
原
点

に
立
ち
返
り
、
沖
縄
県
に

お
け
る
生
産

性
運
動
の
更

な
る
推
進
を

図
り
、
労
働
者
の
社
会
的

・
経
済
的
地
位
の
向
上
と

地
域
経
済
社
会
の
発
展
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
全
労
生
な
ら
び
に
各
地

方
労
生
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
今
後
と
も

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。


